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2.3  橋梁の被害 

本橋は，洞爺湖町 町道成香 15 号線にある，橋長 49.5m の 2 径間連続非合成鈑桁橋であり，2000 年に供

用を開始している。下部構造は A1・A2 橋台ともに逆 T 式橋台，P1 橋脚は壁式橋脚となっており，基礎は，

A1 橋台は直接基礎，A2 橋台と P1 橋脚は鋼管杭となっている。橋梁点検を 2012 年 9 月に実施，2014 年 10

月には路面状況の確認を行い，特に異常は発見されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2.3.1 崩落した A1 橋台から見た落橋状況 
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伏見橋 A1 橋台下の地形は谷地形であり，谷筋下流側に向かって傾斜していることが確認できる（写真- 

2.3.2）。落橋後の A1 橋台背面の状況は，橋台基礎・ウイング・踏掛版の崩落とともに土砂も崩落している

が，背面側からすべりが生じたような痕跡は見られない（写真- 2.3.3）。A1 橋台と上部構造端部の状況から，

上部構造は A1 橋台の崩落に伴って沈下しているように見られる（写真- 2.3.4）。A1 橋台前面の左側側面に

おける状況からは，フーチング上面には埋戻し土が残存しており（写真- 2.3.5 赤丸箇所①），側面にも土砂

に埋まっていた痕跡（写真- 2.3.5 赤丸箇所②）があることから，崩壊直前まで埋戻しは確保されていたと見

られる。なお，平成 24 年度の橋梁点検時の写真を見る限り A1 橋台周辺に異常は見られないが，写真で確認

できない箇所がどのような状況であったかは把握出来ない（写真- 2.3.6）。A1 橋台左側（谷筋下流側）にお

ける斜面の状況を写真- 2.3.7 に示す。支持層（火砕流堆積物）と同質の層が剥落しており，橋台下方の周辺

支持地盤の喪失が橋台の崩落に影響したと見られる。また，斜面に一部，苔が生えている箇所（写真- 2.3.7 赤

丸箇所）があり，以前より橋梁周辺での地盤の崩落は進行していたと見られる。A1 橋台下側の土砂崩落の

状況を写真- 2.3.8 に示す。想定される元地形に対し，崩落している土砂の量が少なく，橋台下面にあった土

砂のみが崩落・堆積しているように見える。今回の橋台崩落以前に，橋台前面及び正面左側（下流側）の地

盤の侵食が進行しており，安定性に乏しい状態であった可能性がある。 A1 橋台付近の地形状況を図- 2.3.1 

A1 橋台付近の地形状況に，A1橋台下側の湧水の状況を写真- 2.3.9 に示す。 A1 橋台前面に谷筋が存在し，

所々で水が湧出している。伏見橋の支持地盤は火砕流堆積物であり，水に弱い特性を有するため，湧水・降

雨等が，谷筋の進展や支持地盤の侵食に影響した可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2.3.2 対岸（A2 橋台側）から見た状況（向こう側が崩落したＡ１橋台） 
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写真- 2.3.3 A1 橋台背面の状況 
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写真- 2.3.4 A1 橋台と上部工端部の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2.3.5 A1 橋台前面 左側側面の状況 
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② 
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写真- 2.3.6 被災前（平成 24 年度橋梁点検時）の A1 橋台前面の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2.3.7 A1 橋台前面 左側（谷筋下流側）の斜面の状況（点線内に苔が確認できる） 
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写真- 2.3.8 A1 橋台下側の土砂崩落の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図- 2.3.1 A1 橋台付近の地形状況 

  

崩落した土砂

量が少ない？ 

既に侵食され

ていた? 

A1 橋台 

谷筋が徐々

に拡大？ 所々に湧水 



74 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真- 2.3.9 A1 橋台下側の湧水の状況 
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